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よ
る
ご
ち
そ
う
が
テ
i
ブ
ル
い

感
動
し
、
そ
の
行
動
力
に
目
を

ち
と
話
し
合
い
、
老
人
た
ち
の
を
送
り
た
い
。

っ
ば
い
に
並
ん
で
、
温
か
い
感

見
張
り
な
が
ら
、
わ
た
し
の
で

交
流
会
を
つ
く
り
、
会
食
の
機
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　家賃や光熱費出し合い共同生活
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一軒
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一戸
を
他
人
同
士
が
共
用
し
て
住
む
｢ル
ー
ム
シ
ェ
ア
｣
が
、
著
者
を
中
心
に
広
が
り
始
め

て
い
る
。
経
済
的
負
担
が
軽
く
な
る
ほ
か
、
多
様
な
年
齢
、
職
種
の
人
と
交
流
し
た
い
人
に
も
受
け
て
い
る
。
首
都
圏
な

ど
に
比
べ
て
ま
だ
浸
透
度
が
低
い
も
の
の
、
仙
台
市
内
で
も
実
際
に
シ
ェ
ア
生
活
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
始
め
た

き
っ
か
け
や
メ
リ
ッ
ト
を
聞
い
た
。

(夕
刊
編
集
部
･鈴
木
美
智
代
)

経
済
的
負
担
が
軽
減

住
人
同
士
の
交
流
も
魅
力
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きノ〆こ ぎさ~ふきでふんミ朧 然
包装＼ oで た ま
一同 し し

　　　　　　　　ビングでくつろぐ入居者。この日は留学生が入居の相談に訪れた

青
葉
区
の
会
社
員
松
本
猛
さ
エ
ア
専
用
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
台
に
来
ま
し
た
。
家
賃
を
抑
え
ら
連
絡
が
あ
り
、
同
年
代
で
気

瀞
信川
痴
,

(第三種郵便物認可)
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｢東
京
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
持

っ
た
の
で
同
居
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を
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た
か
っ
た
し
、
友
人
も
欲
し
か

の
合
い
そ
う
な
人
と
住
む
こ
と

｢東
京
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
持

っ
た
の
で
同
居
人
を
募
集
し
ま

に
し
た
。

い
る
が
、
転
勤
の
た
め
仙

し
た
｣
。
一カ
月
間
で
二
人
が

松
本
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為
、
不
当
な
要
求
を
し
て
く
る
男

性
も
い
る
。
一群
一応料
で
O
K
、
女

性
の
み
』
と
ま
で
言
つ
よ
う
な
人

に
は
気
を
付
け
て
｣
と
注
意
を
促

す
。不
動
産
に
よ
っ
て
は
｢居
住
者

は
一人
ま
で
｣
と
契
約
で
決
ま
っ

て
い
る
物
件
も
あ
る
の
で
、
確
認

を
。
賃
貸
の
責
任
を
負
う
借
り
主

や
連
帯
保
証
人
に
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
よ
う
。

｢ル
ー
ム
メ
イ
ト
カ
フ
ェ
｣
は

じ
め
専
用
サ
イ
ト
に
は
基
礎
知
識

や
心
構
え
な
ど
も
載
っ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。
　　　　　　　　　

　 　

　　　　　　　　　　 　棟 ｣ 需し、 ト 学 仙 I す 娑灸賃;逼生
大シ
エ 部み

主

ぐ
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松
本
さ
ん
と
男
性
が
一部
屋

.
台
所
な
ど
を
共
有
す
る
分
、
は
、
六
畳
の
個
室
三
十
室
と
四
い
う
安
心
感
が
勝
っ
て
い
ま

ず
つ
使
い
、
台
所
、
風
呂
、
ト

一人
暮
ら
し
よ
り
家
賃
を
安
く
人
の
相
部
屋
で
定
員
三
十
四
人
す
｣
と
話
す
。

イ
レ
は
共
同
。
四
万
五
千
円
の

-

抑
え
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
欧

が
暮
ら
せ
る
。

同
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
運
営
す

家
賃
と
光
熱
費
は
折
半
し
て
い

米
で
は
一般
的
に
な
っ
て
い

り
ビ
ン
グ
や
台
所
、
シ
ャ
ワ
る
不
動
産
業
ユ
ア
ー
ズ
･
コ
ー

る
。
休
み
が
合
う
と
、
~緒
に

る
。
仙
台
で
は
ま
だ
な
じ
み
が

ー
な
ど
が
共
有
で
、
家
賃
は
個
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
(東
京
)は
｢山

ド
ラ
イ
ブ
し
た
り
も
す
る
。

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
は
、
複
数
の
薄
い
が
、
海
外
ド
ラ
マ
の
影
響
室
が
四
万
三
千
円
か
ら
。
破
格
台
は
地
方
都
市
の
中
で
も
学

男
性
の
支
払
い
が
若
干
遅
れ
他
人
が
家
賃
や
光
熱
費
を
出
し
や
同
居
人
を
募
集
す
る
イ
ン
タ
の
安
さ
と
は
い
か
な
い
が
、
①
生
、
外
国
人
が
多
い
。
ゲ
ス
ト

る
こ
と
が
あ
る
の
は
予
想
外
だ
合
い
盤
同̂
生
活
す
る
住
形
態
。
ー
ネ
ッ
ト
の
専
用
サ
イ
ト
が
複

光
熱
費
な
ど
込
み
②
礼
金
敷
･ハ
ウ
ス
や
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
と
い

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
｢干
渉
し
学
生
寮
や
社
員
寮
、
大
家
の
家
数
で
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
東
京
金
な
ど
初
期
費
用
さ
保
証
人
が

っ
た
概
念
が
浸
透
す
れ
ば
、
需

過
ぎ
ず
、
互
い
に
う
ま
く
や
っ
に
間
借
り
す
る
共
同
下
宿
な
ど

を
中
心
に
広
ま
っ
た
。

不
要
③
一カ
月
単
位
で
入
居
要
を
掘
り
起
こ
せ
る
だ
ろ
う
｣

て
い
る
。
大
体
満
足
し
て
い
ま

と
異
な
り
、
立
場
や
年
齢
に
よ

企
業
が
運
営
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
可
能
ー
と
い
っ
た
若
者
が
借
り

と
話
し
、
今
後
も
市
内
に
数
棟

す
｣
と
話
す
。

ら
ず
、
希
望
者
が
互
い
の
△鼻
息
ウ
ス
と
い
う
形
式
も
あ
る
。
七

や
す
い
条
件
を
整
え
た
。
ト
ラ
開
設
す
る
方
針
だ
と
い
う
。

　　

ト
ラ
フ
ル
に
字
音
｣

を
ら
テ
譜
茅
ト

粉
箋
久
ま
拱
ぬ

｢ル
ー
ム
ジ
イ
ト
カ
フ
ェ
｣
を
管

為
、
不
当
な
要
求
を
し
て
く
る

適度な距離を保つ

　

　
　

　　

　
　
　
　

同
居
人
と
の
価
値
観
の
違
い
や
置
く
こ
と
が
大
切
で
す
｣
と
助
言

｢帰
宅
の
時
間
や
趣
味
が
違
い
、

誤
解
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
す
る
。
敷
金
の
負
担
分
を
ど
う
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
主
シ
ョ
ン
が
取
れ
な

り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
･:
。

る
が
も
、
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ
い
場
合
、
気
ま
ず
く
な
り
、
ト
ラ

よ
く
知
ら
な
い
他
人
と
一
緒
に

て
お
い
た
方
が
よ
い
と
勧
め
る
。
ブ
ル
に
発
展
し
て
し
ま
い
が
ち
で

暮
ら
す
以
上
ご
デ
メ
リ
ッ
ト
や
リ

ス
ク
は
当
然
あ
る
。
ル
ム

シ
エ

価
値
観
の
違
い
/
セ
ク
ハ
ラ
行
為

ア
を
考
え
る
人
は
、
ど
の
よ
う
な

点
に
注
意
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
多
人
数
が
す
｣
と
指
摘
。
他
人
と
の
共
同
生

う
。

暮
ら
す
た
め
、
細
か
く
ル
ー
ル
が
活
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
話
し

自
ら
の
体
験
か
ら
、
松
本
さ
ん
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
合
う
こ
と
が
重
要
と
ア
ド
バ
イ
ス

は
｢
一緒
に
い
る
時
間
が
長
過
ぎ

い
。
仙
台
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
す
る
。

る
と
、
問
題
が
起
き
る
の
で
は
な
入
居
者
以
外
は
敷
地
内
に
入
れ
な

さ
ら
に
｢シ
ェ
ア
を
出
会
い
系

い
で
し
ょ
う
が
。
適
度
な
距
離
を

い
決
ま
り
だ
。

と
勘
違
い
し
て
、
部
屋
を
貸
す
代

(生
活
評
於国家)
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リ奨鳥もも肉 2奉攻、カリフラワ
ジャガサ干 2イ固、 トマト2イ園、
レーンヨーグノレト 1 カ ッフP、
老、 ケチャップ大さじ 2、二
すりおろし各小さじ 1、 カノ
葹、 レモン汁小さじ 1、 塩メ
々) 、 あればクミンシードノ,
【作り方】
①玉ネギはみじん切り、力 1
け、 ジャガ

十千は 3茅ン角にt
にする。鶏鳥肉は;大きめ ~ [
てもみ込む。
②鍋にサラダ油大さじ2 一:
れて熱し、玉ネギを中火)
肉を漬け汁ごと入れて2
る。 ジャガ芋【とカリフラ r
マトの半量を加えてから7
⑧落としぶたをして20分む液
を加え、 塩星、 コショウで言
好みで香菜を振る。
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の
下
で
一
つ
の
家
に
暮
ら
す
と

月
、
太
白
区
向
山
に
オ
ー
プ
ン
学
に
四
十
分
か
か
る
が
、
家
賃

い
う
点
が
特
徴
だ
。
-

し
た
｢仙
台
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
｣

の
安
さ
と
家
に
誰
か
が
い
る
と

.
台
所
な
ど
を
共
有
す
る
分
、
は
、
六
畳
の
個
室
三
十
室
と
四
い
う
安
心
感
が
勝
っ
て
い
ま

一人
暮
ら
し
よ
り
家
賃
を
安
く
人
の
相
部
屋
で
定
員
三
十
四
人
す
｣
と
話
す
。

抑
え
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
欧

が
暮
ら
せ
る
。

同
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
運
営
す

米
で
は
一般
的
に
な
っ
て
い

り
ビ
ン
グ
や
台
所
、
シ
ャ
ワ
る
不
動
産
業
ユ
ア
ー
ズ
･
コ
ー

る
。
仙
台
で
は
ま
だ
な
じ
み
が

ー
な
ど
が
共
有
で
、
家
賃
は
個
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
(東
京
)は
｢仙

.予蟻凄艶誘導箋叢盤翳護毛織‐三
.期歪期皺蘂漿箋理髪秀野盃“

み鞭痣逢莪遊警部薄雑贓費樅報を中椛澤巖正笹拜の覇業ぢ
とする各地に広がり、全国の実践校は70 もに報道写真で振り返ります。T97;
を超えました。 月 ｢高校生宙を舞う｣、96 年 6月 ｢ズ
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